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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 

熊本県立八代東高等学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価計画表 
 

１ 学校教育目標 

校訓「向学 敬愛 礼節」のもと、商業及び体育の専門的な教育活

動を通して、世界に誇れる日本の伝統精神としての礼節や豊かな感

性、思いやりを育み、時代の変化に対応・挑戦できる資質と態度を

養い、企業や大学等との連携・協働を図り、地域社会の発展に貢献

できる人材を育成する。 

 

（１）教育スローガン「人財育成 ～人生の財産づくり～」 

 

（２）東高生に身につけさせたい「９つの資質・能力」 

 

 

 

 

 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）人間性と人間力 

    ア 凡事徹底により基本的生活習慣（あいさつ・遅刻指導の徹底）の確立 

  イ 豊かな感性や思いやり（コミュニケーション能力）の育成 

  ウ 社会の一員としての自覚と責任感（態度教育）の育成 

（２）相互理解と対応 

  ア 道徳教育・人権教育（命の大切さ・いじめを許さない）の推進 

  イ 共同体感覚（相互尊敬・相互信頼）の育成 

  ウ 環境（社会の変化・グローバル化）に応じた態度の育成 

（３）学力・競技力の向上と希望進路の実現 

  ア 自己管理（心身の健康）能力の育成 

  イ 育成・自己実現のための学力（基礎・基本）の向上 

  ウ 専門教育（商業・体育）の充実を図り、主体的に自己実現を目指す態度の育成 

  エ 授業や行事において主体性を育成（自ら考え、選択・表現できる活躍の場を設ける） 

（４）学校の魅力化 

    ア 環境（安心・安全）整備の徹底 

  イ 地域に求められる人材と世界に羽ばたく人材（社会性・向上心）の育成 

  ウ 失敗を恐れず、新たなことに取り組む（挑戦する）学校 

校訓 
向学 敬愛 礼節 

資質・能力 

知識・技能 ① 挑戦力 ② 肯定力 ③ 状況把握力 

思考力・判断力・表現力等 ④ 創造力 ⑤ 協働力 ⑥ 発信力 

学びに向かう力、人間性等 ⑦ 突破力 ⑧ 貢献力 ⑨ 傾聴力 
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３ 自己評価総括表 
    評 価 項 目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

 

学校 

経営 

 

学校教育目標

達成にむけた

取組 

具現化するための工夫 

がされているか。 

教職員の共通理解を徹底す 

る。 

①東高ルーブリックを策
定する。 

②東高３か年計画を策定 

する。 

Ｂ ○東高ループリックと東高３か年計画を策定したこと

で、教職員の共通理解を促し、職員一丸となった指

導の契機となった。 

●年度途中で東高ルーブリックを策定したため、職員

全体に浸透していない。東高ルーブリックを活用し

て、生徒に身につけさせたい力を明確にして、職員

一丸となった指導に繋げる必要がある。 

業務改善・働

き方改革 

業務の効率化と平準化 

が進んでいるか。 

ＩＣＴを活用して業務の効 

率化と校務の平準化を図り 

負担を軽減する。 

①ＩＣＴ研修を実施し業 
務の効率化を図る。 

②育児時間、時差出勤等 

を実施できる環境を構

築する。 

Ｂ ○育児時間、時差出勤等を実施できる環境が整ってい

る。教職員に対する学校評価では、業務改善と働き

方改革が進んでいると７割弱が肯定的意見である。 

●特定の教職員への業務が偏り、業務の平準化に課題

がある。主査・副査を設けて人材育成を行う必要が

ある。 

学力 

向上 

授業の充実 

 

授業の工夫や改善がさ 

れているか。 

授業評価アンケートにおい 

て、肯定的な回答が７０％ 

を超える。 

①研究授業週間を設定す
る。 

②本校の現状や教師のニ

ーズに応じた研修を行

う。 

Ｂ ○研究授業週間と公開授業週間を重ねて計画したこと

で昨年よりも保護者の参観が増え、教員、生徒によ

って良い刺激となった。 

○今年度より授業評価アンケートを実施し、教師の授

業改善につなげ、生徒自身の授業への取り組み方を

振り返る機会とした。 

○授業評価アンケートの結果、授業の充実に関する項

目で肯定的な回答は95.4％だった。 

●授業改善に関する研修を企画することができなかっ

た。アンケート等で教師のニーズを吸い上げたい。 
個に応じた指
導 

 

生徒に応じた効果的な 

指導・支援が行われて 

いる。 

学校評価アンケートにおい 

て、肯定的な回答が７０％ 

を超える。 

各学年、教科における考
査前学習会や個別指導に
より生徒指導・支援を行
う。 

Ｂ ○学校評価アンケートの結果、個に応じた指導に関す

る項目で肯定的な回答は87.7％だった。 

○学年や教科担当者で成績不振者を把握し、考査前学

習会や課題提出等、個別に粘り強く指導をしていた

だいた。 

●基礎学力や学習習慣の定着に向けての取り組みがで

きなかった。学校全体の課題と認識して考えていく

必要がある。 
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キャリア 

教育（進路 

指導） 

進路指導の充
実 

 

生徒の進路希望に応じ

て適切な支援が行われ

ているか。 

進路決定率が１００％にな 

る。 

①進路希望調査の年２回
実施とその後の検討会
の実施 

②進学希望者向け個別指
導の実施 

③適切な外部機関との連

携 

Ｂ ○担任・進路部面談や検討会を経て、家庭の経済状況

や心身の特性など、個別の状況を把握して支援を行

い、希望の進路決定につながった。 

○受験済み生徒における進路決定率は12月末時点で

98.5％（65/66）である。 

●5名が未受験である。 

●難関校及び国公立大学受験者の不在。 

勤労観と職業

観の涵養 

 

自己、社会、進路（職 

業、上級学校）への理 

解に基づき、自己実現 

に取り組もうとしてい 

るか。 

①３年生が志望理由書等に
おいて、自己の良さや卒業
後の目標について適切に述
べている。 

②１、２年生が総合的な探

究の活動のレポートで、地

域の課題について発見して

いる。 

①キャリア・パスポート
の作成と面談を通した
自己理解の促進 

 

②インターンシップや総

合的な探究の時間「八

代探究」等、社会で学

ぶ機会の確保 

Ｂ 〇受験済みの３年生全員が、自らの適性や社会課題、

企業理解にもとづいた志望理由を述べていた。 

〇探究のレポートや発表スライドより、１・２年生の

おおよそは地域の課題について発見していた。 

〇年間計画に沿ってインターンシップ等の各種取組を

実施した結果、学校評価アンケート「学校は生徒が

自ら進路を考える環境を整えている」において、

「大変そう思う」の割合は昨年度の28.9％から本年

度は44.3％へ増加した。 

●探究の指導ノウハウの蓄積。 

 

生徒 

指導 

基本的生活習

慣の確立 

 

遅刻が減少したか。 年間遅刻者数を昨年度より 

１０％減らす。 

➀朝の遅刻指導実施 

➁月４回以上の遅刻者指

導の実施 

Ａ ○朝の８：３０分遅刻は、１学期は平均２０％減、２

学期は１１月まで平均２８％減、トータル２５％減

であった。 
問題行動の未
然防止 

 

特別指導件数が減少し 

たか。 

特別指導件数を１０件以内 

にする。 

各部・学年、その他関係

機関と情報交換を密に

行い、事前指導と組織

的対応を実践する。 

Ｃ ●特別指導件数が１４件２２名と増加した。生徒への

心の指導や事前指導、また特別指導至るまでの段階的

指導が必要だと感じる。 

生徒会活動の
活性化 

 

生徒が主体性を持って
学校行事等に参加した
か。 

 

生徒会主催の行事等の企画 

立案、実践を昨年度の反省 

点を生かし、創意工夫して 

計画的に行う。 

➀月に一度委員会活動日
を設ける。 

➁交通委員によるヘルメ
ット着用とツーロック
調査をする。 

➂生活委員による身だし

なみ習慣やあいさつ運

動を実施する。 

Ｂ ○①各委員会で必要に応じて開催することが出来た。

また、東高祭（文化の部）でスライド発表ができた。 

●②学期に１回は実施できたが、目標である１００％

にはほど遠い結果であった。 

○③実施していない。生活習慣の大切さについて生活

委員長が全校生徒に向けて発表し、全校生徒の意識向

上に努めた。 
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人権教育 

の推進 

 

推進体制の確

立 

 

人権教育推進委員会に 

よる計画的かつ組織的 

な人権教育が推進され 

たか。 

①人権教育推進委員会で人 
権教育推進上の課題等を
共有する。 

②レポート研修会を通して
互いの教育実践の成果や
課題等について情報交換
を行う。 

③校内研修の充実 

①人権教育推進委員会に
おいて課題の確認と情
報共有を行い、連携し
て学校全体での推進体
制を構築する。 

②本校生徒に関する教育
実践交流（人権教育レ
ポート研修会等）を実
施する。 

③現地研修会や各種研修
会への積極的な参加及
び各研修会の復講 

Ｂ 〇人権教育推進委員会を毎月開き、情報共有を行い、

校内外の人権教育推進を行うことができた。 

〇人権教育主任以外の先生に、市外で開催される研修

会に参加してもらうことができた。 

〇人権回覧板を通して、各種研修会の復講や八代人同

研だより等の紹介を行った。 

●人権レポート研修会（３月）の充実を図る。 

●人権ＬＨＲの指導案早期作成。委員会での検討。 

●校外研修参加への呼びかけ。年度当初の希望調査。 

●人権教育の手引きの見直し。 

命を大切にす
る心を育む指
導 
 

 

すべての教育活動にお 

いて、自己や他者を尊 

重し、命の大切さにつ 

いて学ぶ指導できてい 

るか。 

一人ひとりの存在を尊重し 

、それぞれがかけがえのな 

い存在であることを、学校 

全体の指導の中で理解させ 

る。 

①生徒理解研修を年間３
回実施する。 

②人権を確かめ合う日（

毎月１１日）に合わせ

て人権啓発係が挨拶運

動を行う。 

Ｂ 〇生徒理解研修を４月、５月、１０月に実施し、生徒

の情報共有と対応を確認した。 

〇７月、９月、１１月に人権を確かめ合う日挨拶運動

を実施した。 

●自他の人権を尊重する思いを、実際の行動に示す生

徒の育成。 

 

いじめの

防止等 

いじめの理解

といじめの早

期発見と組織

的対応 

 

いじめに対する認識を 

深め、早期発見し組織 

的に対応することがで 

きたか。 

①生徒理解及びいじめの対 
応に関する研修を実施す   
る。 

②心のアンケートやスクー

ルサイン等でのいじめが

疑われる事案から即日対

応を行う。 

①生徒情報交換会におい
て、生徒の様子や気づ
きを関係職員で共有し
早期対応を行う。 

②いじめが疑われる事案

からいじめ問題対策委

員会で会議を行い、迅

速に対応する。 

Ｂ 〇月２回の生徒情報交換会において、関係職員で必要

な生徒の情報を共有し、適切に対応にした。 

〇心のアンケートをもとに、いじめを訴える生徒に対

して、迅速かつ組織的に対応を行った。 

〇生徒間のトラブルに関しても、早期に対応したこと

で、４月から１２月までのいじめ事案は２件で、いじ

めの未然防止にもつながった。 

家庭や地域、
関係機関との
連携 

 

関係機関との連携を図 

り、学校以外の相談窓 

口について生徒や保護 

者に周知したか。 

学校評価アンケートの「い 
じめ問題の相談窓口の周知 
」の項目を生徒、保護者と 
も７５％以上の肯定的な回 

答を得る。 

①合格者説明会やＰＴＡ
総会において保護者に
対して様々な相談窓口
やチェックシートを配
付する等適宜情報提供
を行う。 

②すぐーるを活用して遅

滞なく保護者に周知を

行う。 

 

 

 

Ｂ 〇合格者説明会、PTA総会に加えて、相談窓口等を生

徒へ配布を行った。 

〇面談週間や外部の相談窓口等保護者へすぐーるでも

告知を行った。 

〇学校評価アンケートで、いじめの相談窓口及び対応

について生徒、保護者の平均７９％が肯定的な回答で

あった、。 
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地域連携（

コミュニ

ティ・スク

ール） 

保護者・地域

との連携 

 

①ＰＴＡ総会等への保
護者が積極的に参加
しているか。 

②アンケート等により
保護者の学校行事参
加の意見をくみ取っ
ているか。 

③地域行事、ボランテ
ィア活動に生徒保護
者教職員が参加して
いるか。 

①ＰＴＡ総会の出席率を５ 
０％以上とする。 

 
②東高マーケットの食バザ 
ーや馳走会への保護者参
加をえる。 

 
③地域行事（八代妙見祭） 

への参加。 

①土曜日の午前中に開催
することで出席率を向
上させる。 

②ＰＴＡ本部役員を中心
に保護者参加の呼びか
けを依頼 

 
③同窓会やＰＴＡ等の関
係機関との連携を図る
。 

 ①〇午前中開催、授業参観の実施による参加率の向上を

目指した。 

●ＰＴＡ後援会総会 96 名出席、出席率 38.1%（前年

度 30.4%）コロナ禍以降出席率の低下が見られる。今

年度は微増したが、継続的な工夫が必要である。 

②〇東高マーケット協力保護者数 58 名 積極的な参

加、協力が見られた。 

③〇同窓会を中心に生徒の積極的な参加もみられた。 

開かれた学校
づくり 

 

学校と地域社会（上級 

学校、自治体、企業等） 

が対話して一緒に考 

え、協働的に教育活動 

を実践しているか。 

入学から卒業までの３年間 

において、地域と連携した 

教育活動に参加した割合を 

100％にする。 

①総合的な探究の時間「
八代探究」について計
画を具象化する。 

②地域連携の取組におい

て、目的の共有と事後

の振り返りを実施す

る。 

Ｂ 〇総合的な探究の時間では、１年生は計９回の市役所等

の出前講座と各レポート作成、２年生は課題設定と中

間発表を実施できた。 

〇校外の約 80に及ぶ企業・上級学校等の協力を得て、

多様な教育活動を展開できた。 

○地域事業所で実施した２年生のインターンシップに

おいては、ルーブリックの作成により目的を共有し、

事業所からは目的に応じた生徒への助言を頂けた。 

●生徒が自ら地域に関わる取組の事例はわずかである。 

防災意識の高

揚 

 

①日頃からの防災意識

の向上に取り組んだ

か。 

②避難訓練や防災に関

連する情報提供が効

果的にできている

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①防災教育のあり方を検討

する。 

 

②命を守る具体的な行動を

とることができる。 

①職員の防災関係の研究 

大会等への参加 

 

②シェイクアウト訓練、垂

直避難訓練、火災訓練の

実施 

Ａ 〇シェイクアウト訓練、垂直避難訓練、防災避難訓練を

実施し、本年度は昨年度と違い予告しての防災避難訓

練に取り組んだ。八代消防署からも指導をいただき、

水消火器での実技訓練も実施できた。訓練事後アンケ

ートでは 98.9％の生徒が「放送を聞いて安全に避難

することができた。」と回答した。 
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その他 

商業の専門性

の向上 

①ビジネスの諸活動に
適切に対応する能力
と態度を育てること
ができたか。 

 
 
 
 
 
 
 
②商業の専門的な知識
と技術を習得するた
めに、資格取得の指
導を充実させ進路実
現に活かすことがで
きたか。 

①販売実習「東高マーケッ 
ト」や校外活動の成功に

 向けて、机上の学習及び
 様々な体験的学習をとお
 して、望ましい勤労観・
 職業観を育成する。 
 
 
 
 
 
②各種検定試験の合格率を 
昨年度より向上させるた
めに、個に応じた指導を
充実させる。また、学校
評価アンケートで専門性
の向上に対して肯定的 
な回答を８０％以上にす
る。 

①商業専門科目の授業 
および学習評価につい 
て工夫改善を行い、知 
識・技術の取得、実践 
力の向上を図る。 
 
 
 
 
 
 
ⅰ日々の授業と個別指導
の充実 

ⅱ商業系部活動の活用 
ⅲ外部指導者による講演
等で意識を高揚させる
。 

ⅳ将来の進路を意識させ

た検定試験の指導を行

い、学習活動を意欲的

にさせる。 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

〇東高マーケットでは、マーケットリーダーや店長、

各部長の生徒を中心に、生徒自ら企画運営に取り組め

た。主体的に活動したことで、勤労観や職業観の育成

につなげられた。また、本年度は、開催場所を学校に

移し、2,000人以上の来場があり、学校のＰＲも併せ

てできた。 

●生徒の中には主体的な活動ができず、他人任せの生

徒もいた。生徒たちが主体的に活動する場面をさらに

増やしていく指導が必要である。 

〇日頃の学習の成果を試すことと学力を確立するため

に各種検定試験に挑戦させた。授業を中心に学習会、

個別指導を充実させることで、資格取得を意欲的に取

り組めた。 

〇日商簿記（16人）、各種全商検定1級など上級資格

取得を目指し、合格者も出せた。 

●生徒の習熟度に応じた指導体制の整備を行う必要が

ある。 

普通科スポー

ツコースの専

門性の向上と

スポーツリー

ダーの育成 

①競技力は向上してい
るか。 

 
②地域のスポーツ振興
に貢献する人材が 
育成されているか。 

 
③進路の目標が達成さ
れているか。 

①県大会で上位入賞と九州 
・全国大会出場及び入賞 

 
②爽やかな挨拶・返事・身 
だしなみの徹底・基礎学
力の向上  

 
③学校評価アンケートで専 
門性の向上に対して肯定
的な回答を８０％以上に
する。 

①重点種目を中心とした
指導の強化 

 
②毎時間の授業に取り組
む態度の醸成 

 
 
③体育科職員と部活動顧
問の連携した生徒指導
の推進 

 

Ｂ 〇インターハイ・九州大会にバドミントン部が、出場

した。 

〇卒業生で地域のスポーツ振興に貢献している者も出

てきている。（市役所・クラブチーム等） 

〇進路は概ね目標が達成された。 

○生徒指導を受ける生徒が数名出ており、生活面での

改善が必要と考えられる。 

〇学校評価アンケートで専門性の向上に対して肯定的

な回答が９０％以上あった。 

 
 
 
 
 
 
 
 


